
　新年明けましておめでとうございます。平素から道政の

推進に深いご理解と温かいご支援を賜り、心から感謝を申

し上げます。

　昨年を振り返りますと、一昨年の豪雨被害から暮らしと

経済を立て直すため、関係機関の皆様と総力を挙げて復旧・

復興に取り組み、国道274号線の開通や被災した地域での豊

穣の出来秋など、うれしい知らせがありました。一方、北

朝鮮のミサイル発射や自然災害など安全・安心を脅かすリ

スクは多く、緊張感を持って「まさか」への備えと対応を

強化してきました。

　人口減少・危機突破に向けて、オール北海道で地域創生

を推進する中、保育料無償化など子育て支援の充実をはじ

め、移住定住の促進、全国初のメディカルウイング就航など、

誰もが安心して暮らせる地域社会づくりを進め、元気な地

域が増えつつあります。

　国際情勢においては、日EU・EPA、TPP11といった貿易

交渉の合意など、グローバル化に伴い、「世界の中の北海道」

という視点がますます重要となっています。また、北方四

島における共同経済活動も進展しています。こうした中、

ロシア欧露部やハワイ、ベトナムとの交流を深めたほか、

海外の拠点を活用しながら、道産食品の輸出拡大や投資の

呼び込みなどに取り組み、本道と海外を結ぶ航空路線は拡

大し、年間230万人を超える外国人観光客が訪れ、新鮮で美

味しいスイーツは海外において大変な人気です。

　雪国ならではの冬のスポーツでは、アジア冬季競技大会

で道産子選手の活躍が道民に勇気と感動を与えていただき

ました。また昨春には江差沖で104年ぶりにニシンの群来が

観測され、その江差町のニシン漁による繁栄、松前町と函

館市の北前船交易の歴史が、道内で初めて日本遺産に認定

されました。民間企業によるロケットの打上げや、公道で

の車の自動走行テストなど、新しい技術への挑戦もあり、

美しい自然や豊かな食はもとより、歴史や文化、スポーツ、

さらには技術革新など幅広い分野で北海道の可能性を実感

できた一年でありました。

　今年は、北海道命名150年という大きな節目の年です。先

人から受け継いできた北海道価値と未来への展望を道民の

皆様と共有しながら、世界に挑戦する環境づくりを進め、

明るい未来を切り拓き、次代を担う子どもたちにとっても

思い出に残る一年にしたいと考えています。

　このため、世界に向けては、北海道ブランドが浸透しつ

つあるアジア・マーケットを基本に、新しい市場の開拓を

戦略的に展開していくとともに、いかなる国際環境下にあっ

ても持続可能な、競争力のある農林水産業づくりを進めま

す。また、インバウンドの加速化に向けた、国際航空網の

充実や北極海航路の拠点化を進め、グローバル化に対応し

た交通ネットワークの充実・強化を進めます。

　また、本道経済の回復基調をより確かなものとするため、

働き方改革を進めながら、付加価値の高い商品づくりや

ICT活用など生産性の向上、人手不足の解消に向けた取組

を進めるとともに、環境・エネルギー、健康長寿といった

新たな成長産業を育成し、地域をけん引する力強い産業群

を育てていきます。

　こうした地域経済と暮らしを支える交通・物流ネットワー

クの形成に向けて、鉄道網やバスなど地域交通の維持、空

港運営の民間委託など、地域や関係の皆様と連携・協力を

図りながら、全力で取り組んでまいります。

　また、北海道の創生を支える源は「人」です。数多くの方々

に支えられている「未来チャレンジ基金」を活用し、昨年

は将来を担う10名の若者が、夢を実現するため世界へ飛び

立っています。こうした支援を拡充していくほか、新しい

総合教育大綱の下、人生100年時代を見据えながら、「その

先の道を切り拓く北海道人」を地域で大切に育み、若者や

女性をはじめ、多様な人々が持てる力を最大限に発揮し、

自信と誇りを持って活躍できる社会を目指します。

　私としては、これまで取り組んできた地域創生の成果を

確かなものとし、未来への新たな扉を開く輝かしい一年と

なるよう、全力を尽くしてまいりますので、皆様の一層の

お力添えを賜りますようお願い申し上げますとともに、新

しい年が、皆様にとりまして、希望にあふれる年となりま

すよう、心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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